
『
五
十
二
病
方
』
と
命
名
さ
れ
た
医
書
は
、
中
国
湖
南
省
長
沙
市
の
馬
注
堆
三
号
墓
か
ら
出
土
し
た
医
帛
に
含
ま
れ
て
い
る
書
の
一
つ
で
あ

る
。
こ
の
墓
の
被
葬
者
が
埋
葬
さ
れ
た
の
は
漢
の
文
帝
十
二
年
（
紀
元
前
一
六
八
年
）
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
書
が
書
か
れ
た
の
は
そ
れ
以

前
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
い
つ
ご
ろ
に
書
か
れ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、
こ
の
時
代
の
副
葬
品
の
性
格
と
、
医
書
が
実
用
書
で
あ
る
と

い
う
こ
と
か
ら
考
え
て
、
過
去
の
遺
物
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
書
で
は
被
葬
者
の
死
後
の
世
界
で
の
生
活
に
は
役
立
た
な
い
か
ら
、
こ
の
書
は
最

新
知
識
と
ま
で
は
言
い
き
れ
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
当
時
ま
だ
存
在
価
値
を
認
め
ら
れ
て
い
た
も
の
と
い
う
こ
と
は
考
え
て
も

よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
書
に
用
い
ら
れ
て
い
る
調
剤
法
も
漢
初
に
用
い
ら
れ
て
い
た
方
法
で
あ
ろ
う
。

『
五
十
二
病
方
』
は
五
十
二
の
疾
患
に
つ
い
て
の
治
療
法
を
ま
と
め
た
書
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
目
録
末
尾
の
疾
患
の
合
計
数
を
記
載
し

て
い
る
部
分
の
帛
に
は
欠
損
が
あ
り
、
本
文
に
も
随
処
に
欠
落
し
た
部
分
が
あ
る
た
め
、
対
象
疾
患
の
正
確
な
数
は
わ
か
ら
な
い
。
処
方
の
総

数
も
不
明
で
あ
る
が
、
現
在
残
っ
て
い
る
も
の
は
二
八
一
で
あ
る
。
治
療
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
疾
患
は
、
現
在
の
分
類
で
い
う
な
ら
ば
、
内

科
・
外
科
か
ら
皮
膚
科
・
神
経
科
な
ど
の
各
科
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
外
科
的
な
も
の
が
多
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
医
書
に

示
さ
れ
て
い
る
処
方
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
薬
物
処
方
で
あ
る
が
、
外
用
薬
の
類
が
多
く
、
内
服
薬
の
約
三
倍
近
く
に
達
し
て
い
て
、
こ
れ

追
悼
論
文

馬
王
堆
帛
耆
『
五
十
二
病
方
』
中
の
湯
と
膏
の

調
製
に
用
い
ら
れ
た
操
作
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が
こ
の
書
の
特
徴
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。

『
五
十
二
病
方
』
中
で
使
用
さ
れ
て
い
る
薬
剤
は
未
発
達
の
段
階
に
あ
り
、
後
世
の
概
念
で
は
分
類
し
に
く
い
も
の
が
多
い
が
、
こ
こ
で
は

便
宜
上
、
粉
末
状
の
も
の
を
散
、
加
熱
の
有
無
に
は
関
係
な
く
、
生
薬
成
分
を
水
や
酒
、
酢
な
ど
の
液
体
に
溶
出
さ
せ
た
も
の
を
湯
、
動
物
の

脂
肪
な
ど
を
用
い
て
・
ヘ
ー
ス
ト
状
に
し
た
も
の
を
膏
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
こ
れ
ら
の
剤
型
を
持
っ
た
薬
品
の
調
製
に
際
し
て
は
さ
ま
ざ
ま
の

操
作
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
な
か
に
は
後
世
の
書
に
は
み
ら
れ
な
い
も
の
も
あ
り
、
後
世
の
書
と
同
じ
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
も
の

の
な
か
に
も
後
世
の
も
の
と
同
じ
内
容
と
は
考
え
に
く
い
も
の
が
あ
り
、
『
五
十
二
病
方
』
の
研
究
に
際
し
て
は
そ
の
点
を
検
討
し
な
け
れ
ば

（
守
上
）

な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
検
討
結
果
は
『
五
十
二
病
方
』
の
注
釈
の
な
か
の
注
に
示
し
た
が
、
限
ら
れ
た
紙
面
で
、
特
に
類
似
し
た
方
法
の
比
較

な
ど
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
意
を
尽
く
せ
な
か
っ
た
た
め
、
改
め
て
そ
れ
ら
を
整
理
し
て
論
ず
る
必
要
を
感
じ
た
。

（
⑥
企
）
（
の
○
）

こ
の
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
処
方
の
調
製
法
に
つ
い
て
は
既
に
尚
志
鉤
氏
と
馬
継
興
氏
の
報
告
が
あ
る
。
し
か
し
、
前
者
は
各
種
の
方
法
の

用
例
を
整
理
し
た
だ
け
で
あ
り
、
後
者
も
各
方
法
の
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
は
簡
単
で
あ
り
、
そ
の
う
え
必
ず
し
も
同
意
し
が
た
い
点
が
あ

（
４
）

る
。
こ
れ
ら
の
方
法
の
う
ち
、
散
剤
の
調
製
に
用
い
ら
れ
て
い
る
方
法
に
つ
い
て
は
、
冶
法
を
中
心
に
し
て
考
察
を
加
え
た
か
ら
、
今
回
は
湯

と
膏
に
用
い
ら
れ
て
い
る
方
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
。

馬
王
堆
医
帛
は
、
そ
の
ご
く
一
部
分
し
か
写
真
が
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
今
回
の
考
察
に
際
し
て
は
、
一
九
七
九
年
、
文
物
出

版
社
刊
の
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
整
理
小
組
編
『
五
士
一
病
方
』
（
以
下
帛
耆
中
の
処
方
集
『
五
十
二
病
方
』
と
区
別
す
る
た
め
、
こ
の
書
を
『
病
方
』
と
呼

ぶ
こ
と
に
す
る
）
の
釈
文
を
底
本
に
し
た
。
引
用
文
の
出
処
を
示
す
行
数
も
『
病
方
』
に
示
さ
れ
た
そ
れ
に
従
っ
た
。
今
ま
で
に
公
表
さ
れ
た

写
真
の
範
囲
だ
け
で
も
、
こ
の
帛
書
の
文
字
は
か
な
り
難
解
で
あ
り
、
釈
文
に
も
疑
問
点
が
な
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
将
来

全
体
の
写
真
が
公
表
さ
れ
、
研
究
が
さ
ら
に
進
む
に
つ
れ
て
、
今
回
の
結
論
に
も
訂
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
が
生
ず
る
か
も
し
れ
な
い
。
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（
Ｐ
ひ
）漬

・
悴
・
淳

こ
の
三
種
の
方
法
は
、
い
ず
れ
も
生
薬
に
液
体
を
加
え
る
だ
け
で
、
加
熱
し
な
い
方
法
と
考
え
ら
れ
る
。

（
６
）

「
漬
」
は
も
っ
と
も
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
方
法
で
、
二
十
処
方
に
出
現
す
る
。
二
五
一
行
の
「
取
窟
茎
乾
冶
二
升
。
取
著
菰
汁
二
斗
以
漬

之
。
以
為
漿
。
飲
之
・
」
と
二
五
九
行
「
冶
康
蕪
本
。
防
風
。
烏
隊
。
桂
皆
等
。
漬
以
淳
酒
而
坑
之
。
大
如
黒
寂
。
而
呑
之
・
」
で
は
「
漬
」
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
薬
物
は
粉
末
で
、
五
行
の
前
半
部
も
お
そ
ら
く
粉
末
で
あ
る
。
三
七
行
と
一
二
八
行
、
四
二
八
行
は
欠
文
が
あ
る
た
め
に

不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
で
は
粉
砕
等
の
指
示
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
三
一
四
行
の
「
漬
女
子
布
。
以
汁
傅
之
・
」
な
ど
の
よ
う
に
液
の
方

を
用
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
五
行
の
「
冶
斉
□
。
口
淳
酒
漬
而
餅
之
・
」
と
前
述
の
二
五
九
行
で
は
、
餅
な
い
し
丸
状
に
丸
め
た
粉
末
状
の
生

（
庁
Ｉ
）

薬
が
ば
ら
ば
ら
に
な
ら
な
い
よ
う
に
生
薬
に
湿
り
気
を
与
え
る
た
め
に
「
漬
」
を
用
い
て
い
る
。
「
漬
」
は
『
説
文
』
に
よ
れ
ば
「
漬
。
湿
也
。

（
８
）

圦
水
賢
声
・
」
と
さ
れ
、
そ
の
段
玉
裁
注
に
は
「
謂
浸
漬
也
・
」
ま
た
『
一
切
経
音
義
』
巻
十
四
・
四
分
律
第
三
巻
に
は
「
水
浸
日
漬
。
」
と
あ

る
。
こ
の
処
方
集
で
の
使
い
か
た
も
、
加
え
る
液
体
が
水
と
は
限
ら
な
い
が
、
『
説
文
』
な
ど
の
よ
う
に
解
し
て
矛
盾
は
な
い
。
と
こ
ろ
で
四
二

○
行
で
「
鑿
葵
。
漬
以
水
。
夏
日
勿
漬
・
」
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
夏
の
高
温
時
に
こ
の
方
法
を
適
用
す
る
と
腐
敗
な
い
し
変
質
を
起
こ
す
お

そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
し
、
一
七
二
行
の
「
以
酒
一
杯
。
漬
糯
頸
及
頭
垢
中
。
令
沸
而
飲
之
・
」
は
、
同
様
の
表
現
が

「
煮
」
法
を
用
い
た
場
合
な
ど
に
も
あ
っ
て
根
拠
と
し
て
は
や
や
弱
い
が
、
と
く
に
こ
と
わ
ら
な
い
か
ぎ
り
加
熱
し
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
、
「
漬
」
は
冷
浸
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
成
分
溶
出
な
ど
の
た
め
に
用
い
て
い
る
液
体
は
、
酒
、
酢
、
童
児
の
尿
、
害
茂
の

汁
と
水
で
あ
る
。
水
を
用
い
る
と
し
て
い
る
も
の
は
一
例
だ
け
で
あ
る
が
、
と
く
に
指
示
を
し
て
い
な
い
も
の
の
多
く
は
水
を
用
い
る
の
で
あ

ろ
う
。
三
一
六
行
の
「
蕉
黄
矢
。
漬
以
醗
。
」
は
後
述
の
「
淳
」
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
が
、
酢
に
入
れ
る
薬
品
の
加
熱
温
度
が
「
津
」
よ
り
低
い

点
が
異
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
９
）
（
、
）

「
津
」
は
『
文
選
』
巻
四
七
の
王
子
淵
聖
主
得
賢
臣
頌
に
「
清
水
淳
其
鋒
・
」
と
あ
り
、
そ
れ
に
対
す
る
劉
良
の
注
に
「
埣
。
謂
焼
刃
令
熱
。

／の、
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（
Ⅱ
）

「
淳
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
二
八
七
行
「
取
大
寂
一
斗
。
熱
熟
。
（
中
略
）
醇
酒
一
斗
淳
之
。
□
口
即
取
其
汁
尽
飲
之
・
」
だ
け
で
、
『
周

礼
』
考
工
記
・
鍾
氏
の
「
染
羽
。
以
朱
湛
丹
称
。
三
月
而
熾
之
。
淳
而
漬
之
・
」
の
鄭
玄
注
に
、
「
淳
。
沃
也
・
」
と
い
う
よ
う
に
、
薬
物
の
成
分

を
溶
出
さ
せ
る
た
め
に
酒
を
「
そ
そ
ぐ
」
と
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
四
三
七
行
の
「
蟠
北
郷
井
符
。
而
蒸
羊
尼
。
以
下
湯
敦
符
灰
。
即

□
口
病
者
。
沐
浴
為
蝿
者
・
」
の
「
敦
」
に
つ
い
て
は
、
四
三
行
に
「
敦
酒
」
の
語
が
あ
り
、
こ
れ
は
「
淳
酒
」
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
ら
、

清
於
水
中
也
・
」
と
あ
る
よ
う
に
、
刀
剣
の
焼
入
れ
の
操
作
を
指
す
語
で
あ
る
。
「
痒
」
は
三
○
行
「
麸
塩
令
黄
。
取
一
斗
。
裏
以
布
。
埣
醇
酒
中
。

蔽
以
市
。
以
熨
頭
・
」
、
一
五
九
行
「
以
酷
酒
入
□
。
煮
膠
。
（
中
略
）
蟠
暇
□
□
□
口
火
而
痒
酒
中
。
沸
尽
而
去
之
。
以
飲
病
〔
者
〕
・
」
、
二
四
七

行
「
播
小
楕
石
。
埣
肺
中
。
以
熨
・
」
の
三
例
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
酒
ま
た
は
酢
の
な
か
に
入
れ
る
も
の
は
、
三
○
行
で
は
塩
、
一
面
七
行

で
は
石
で
あ
り
、
一
五
九
は
欠
字
が
あ
る
た
め
に
不
明
で
あ
る
が
、
「
蠕
暇
」
と
あ
る
か
ら
、
こ
れ
も
お
そ
ら
く
鉱
物
質
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
五
九
行
の
「
沸
尽
」
は
、
欠
字
が
あ
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
原
因
で
酒
が
沸
騰
し
た
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
高
熱
の
物
体
を
投
入
し
た
た

い

め
に
沸
騰
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
三
○
行
で
は
「
塩
を
熱
る
」
と
し
て
い
る
が
、
黄
色
に
な
る
の
は
恐
ら
く
食
塩
中
の
不
純
物
が
着
色
し
た

た
め
と
考
え
ら
れ
、
か
な
り
の
高
熱
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
淳
」
は
お
そ
ら
く
物
体
を
音
を
発
す
る
ほ
ど
の
高
温
に
ま
で
加
熱
し
て
液
中
に

投
入
す
る
操
作
を
意
味
す
る
と
推
定
さ
れ
、
三
一
六
行
の
豚
の
糞
は
同
じ
熱
る
に
し
て
も
燃
え
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、
前

記
の
三
例
ほ
ど
高
温
に
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
た
め
に
酢
の
な
か
に
入
れ
て
も
音
を
発
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
「
漬
」
と
し
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
或
い
は
「
淳
」
は
鉱
物
質
の
も
の
を
加
熱
し
て
液
中
に
投
じ
た
場
合
に
限
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ず
、
も
う
少
し
用

例
が
増
加
し
な
い
と
ど
ち
ら
と
も
判
断
で
き
な
い
。
な
お
三
○
行
と
二
四
七
行
は
、
い
ず
れ
も
患
部
に
押
し
当
て
る
た
め
の
塩
と
石
を
一
旦
高

熱
に
し
た
の
ち
、
適
温
に
ま
で
下
げ
る
た
め
の
行
為
で
あ
っ
て
、
塩
と
石
に
吸
着
さ
れ
た
酒
と
酢
の
作
用
を
期
待
す
る
と
し
て
も
、
生
薬
の
成

分
を
溶
出
さ
せ
る
方
法
で
は
な
い
。
一
五
九
行
は
熱
く
し
た
酒
を
服
用
し
て
い
る
か
ら
、
加
熱
の
た
め
に
だ
け
、
こ
の
方
法
を
用
い
て
い
る
の

か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
鉱
物
質
の
物
質
自
体
の
酒
中
へ
の
溶
解
か
酒
の
な
か
に
入
れ
て
あ
っ
た
他
の
生
薬
の
成
分
の
溶
出
の
促
進

を
期
待
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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煮
・
亨
・
炊
・
煎

こ
の
四
種
の
方
法
は
い
ず
れ
も
生
薬
を
水
な
ど
の
液
体
と
い
っ
し
ょ
に
加
熱
す
る
方
法
で
あ
る
。
「
煮
」
は
こ
の
な
か
で
最
も
多
く
用
い
ら
れ

て
い
る
方
法
で
、
四
十
五
例
に
み
え
、
こ
れ
に
対
し
て
「
炊
」
は
十
一
例
、
「
煎
」
は
八
例
、
「
亨
」
は
六
例
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は

二
四
一
行
の
「
亨
肥
論
。
取
其
汁
漬
美
黍
米
三
斗
。
炊
之
・
」
と
か
一
六
一
’
二
行
の
「
黒
蔽
三
升
。
以
美
聴
三
口
煮
。
疾
炊
。
沸
。
止
火
。

沸
下
。
復
炊
。
」
の
よ
う
に
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
違
い
は
必
ず
し
も
は
っ
き
り
と
し
な
い
。

（
皿
）

こ
の
な
か
で
特
徴
の
あ
る
の
は
「
煎
」
で
、
い
ず
れ
も
外
用
薬
の
調
製
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
一
六
行
「
以
肪
膏
。
烏
味
□

□
。
皆
相
口
煎
。
施
之
・
」
、
四
四
行
「
冶
黄
苓
。
甘
草
相
半
。
即
以
蔬
實
財
足
以
煎
之
。
煎
之
沸
。
即
以
布
捉
之
。
杼
其
汁
。
口
傅
□
・
」
、
三

○
七
行
「
噛
蕊
米
。
捉
取
汁
而
煎
。
令
類
膠
。
即
冶
厚
柑
和
傅
・
」
、
四
五
二
行
「
□
〔
馬
〕
左
頬
骨
。
蟠
。
冶
之
。
煮
寂
取
汁
酒
□
・
以
錠
膏

已
煎
者
膏
之
。
而
以
冶
馬
〔
頬
骨
〕
□
□
口
傅
布
口
膏
□
□
口
更
襄
。
再
膏
傅
・
」
で
は
外
用
の
膏
薬
の
調
製
に
用
い
ら
れ
、
一
七
’
八
行
「
以

続
〔
断
〕
根
一
把
。
独
口
長
枝
者
二
挺
。
黄
苓
二
挺
。
甘
草
口
挺
。
秋
烏
隊
二
□
□
□
口
者
二
甑
。
即
井
煎
口
熱
。
以
布
捉
取
。
出
其
汁
。
以

陳
綿
□
□
〔
傅
之
〕
」
。
も
膏
の
一
種
で
あ
る
。
「
煎
」
を
用
い
た
処
方
で
は
、
前
記
の
一
七
’
八
行
と
三
○
七
行
を
除
く
六
例
に
は
、
す
べ
て
動

物
の
脂
肪
が
用
い
ら
れ
、
一
七
’
八
行
に
も
欠
字
部
分
に
脂
肪
を
意
味
す
る
文
字
が
書
か
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
「
煎
」
は
一
七
’
八
、

四
四
行
の
二
例
で
は
、
生
薬
の
成
分
を
溶
出
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
四
五
二
行
の
ほ
か
、
四
八
行
「
潴
煎
膏
」
と
三
七

八
行
「
牛
煎
脂
」
で
は
配
合
剤
と
し
て
の
動
物
の
脂
肪
の
前
処
置
法
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
二
八
四
行
で
は
「
以
鍵
膏
未
煎
者
実

消
以
和
口
傅
之
・
」
と
、
「
煎
」
法
で
処
理
し
て
な
い
脂
肪
を
用
い
る
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
未
処
理
の
膏
は
火
で
あ
ぶ
る
と
熔

け
る
と
し
て
い
る
か
ら
、
逆
に
「
煎
」
法
で
処
理
す
る
と
熔
け
に
く
く
な
る
と
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
三
○
七
行
も
蕊
米
の
汁
を
「
煎
」
法
で
処

（
咽
）

理
す
る
と
、
膠
の
汁
の
よ
う
に
粘
性
が
高
く
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
「
煎
」
は
『
方
言
』
巻
七
に
「
凡
有
汁
而

こ
の
「
敦
」
も
『
病
方
』
の
釈
文
に
従
っ
て
、
「
淳
」
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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（
皿
）

乾
。
謂
之
煎
・
」
、
『
玉
篇
』
巻
一
二
に
「
煎
。
火
乾
也
。
火
去
汁
也
。
」
と
あ
る
通
り
、
液
状
な
い
し
加
熱
に
よ
っ
て
容
易
に
熔
融
す
る
流
動
性

の
高
い
物
質
を
、
強
い
粘
性
を
示
す
よ
う
に
な
る
ま
で
煮
つ
め
る
操
作
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

「
亨
」
は
「
烹
」
と
同
じ
と
さ
れ
て
い
る
。
『
周
礼
』
天
官
・
内
饗
に
、
「
割
亨
煎
和
之
事
」
と
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
鄭
玄
が
「
亨
。
煮

也
・
」
と
い
う
注
を
つ
け
て
い
る
よ
う
に
、
一
般
に
「
煮
る
」
こ
と
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
処
方
集
で
は
前
記
の
二
四
一
行

と
九
四
行
「
亨
三
宿
雄
鶏
二
。
泪
水
三
斗
。
熟
而
出
。
及
汁
更
泊
。
以
食
口
逆
軸
下
。
炊
五
穀
。
兎
口
肉
他
噸
中
。
鞘
沃
以
汁
。
令
下
孟
中
。

熟
。
飲
汁
。
」
で
は
「
炊
」
と
使
い
分
け
ら
れ
、
二
四
八
’
五
二
行
で
は
「
取
溺
五
斗
。
以
煮
青
嵩
大
把
二
。
鮒
魚
如
手
者
七
。
冶
桂
六
寸
。

（
胴
）

乾
薑
二
頚
。
十
沸
。
（
中
略
）
藤
者
。
荊
名
日
盧
茄
。
其
葉
可
亨
而
酸
・
」
と
、
「
煮
」
と
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
方
法
は
『
春
秋
左
氏
伝
』

（
略
）

昭
公
二
十
年
の
「
以
烹
魚
肉
・
」
、
『
礼
記
』
郷
飲
酒
義
の
「
烹
狗
千
東
方
・
」
な
ど
の
よ
う
に
肉
を
煮
る
の
に
用
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
『
五
十
二
病
方
』
の
中
で
は
、
二
例
（
一
七
○
行
「
亨
葵
而
飲
其
汁
。
」
と
一
七
一
行
「
亨
葵
。
熱
獣
其
汁
。
」
）
で
は
葵
を
、
一
例
（
二
五
二

行
）
で
は
藤
の
葉
を
煮
る
の
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
三
例
（
九
四
行
、
二
○
一
行
「
漬
女
子
布
。
以
汁
亨
肉
。
食
之
。
款
其
汁
。
」
お
よ
び
二
四
一
行
）

で
は
肉
を
煮
る
の
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
の
二
○
一
行
で
は
肉
も
食
べ
る
と
し
て
い
る
が
、
汁
も
用
い
ら
れ
、
一
七
○
、
一
七
一
、

二
四
一
行
で
は
、
こ
の
方
法
で
つ
く
っ
た
汁
だ
け
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
九
四
行
は
は
っ
き
り
し
な
い
点
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
汁
を
つ
く
る
の

が
目
的
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
九
四
行
で
は
雄
鶏
を
三
晩
か
け
て
煮
る
と
し
て
い
て
、
「
時
間
を
か
け
て
ぐ
つ
ぐ
つ
煮
る
」
こ
と
と
解
す
べ
き

で
あ
ろ
う
が
、
ス
ー
プ
を
取
る
よ
う
に
有
効
成
分
を
煮
出
す
こ
と
を
主
目
的
と
し
て
使
わ
れ
た
と
ま
で
言
い
切
れ
る
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
な

「
炊
」
は
処
方
集
中
で
は
三
種
類
の
使
わ
れ
方
を
し
て
い
る
。
第
一
は
八
五
行
の
「
井
黍
。
寂
。
九
三
。
炊
之
・
」
と
九
四
行
（
前
出
）
、
二

四
一
行
（
前
出
）
、
三
八
八
行
「
□
口
以
木
薪
炊
五
斗
米
。
熟
。
口
之
・
」
の
四
例
で
、
い
ず
れ
も
「
炊
」
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
も
の
は
穀
粒

で
あ
る
。
穀
粒
を
用
い
た
処
方
は
こ
の
ほ
か
に
六
例
あ
る
が
、
三
二
六
行
は
「
取
陳
黍
。
寂
。
冶
。
以
犬
胆
和
。
以
傅
。
」
と
黍
と
豆
を
粉
末

に
し
て
用
い
る
処
方
で
あ
り
、
四
二
八
行
は
「
先
以
黍
播
熟
栖
塚
．
」
と
黍
の
播
、
す
な
わ
ち
と
ぎ
汁
を
用
い
て
い
て
、
ど
ち
ら
も
水
な
ど
と

い
0

（6） 6



い
っ
し
ょ
に
加
熱
す
る
方
法
で
は
な
い
。
ま
た
九
二
行
は
「
以
青
粟
米
為
粥
。
水
十
五
而
米
一
・
成
粥
五
斗
・
」
と
粥
を
つ
く
り
、
一
八
一
行

も
「
以
水
一
斗
煮
膠
一
参
。
米
一
升
。
熟
而
畷
之
・
」
で
、
粥
の
一
種
を
つ
く
る
の
に
用
い
て
い
る
。
残
り
の
二
例
で
は
一
八
九
行
「
以
醗
。

酒
三
氾
煮
黍
穫
而
飲
其
汁
・
」
、
三
○
九
行
「
煮
杭
米
期
足
。
才
熟
。
渡
而
蒸
之
。
令
為
灰
・
」
と
「
煮
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
煮
」
に
つ
い

（
ｗ
）

て
は
後
述
す
る
が
、
こ
の
「
炊
」
は
穀
物
を
調
理
す
る
と
き
に
用
い
ら
れ
て
い
る
方
法
と
同
じ
で
、
『
呂
氏
春
秋
』
審
分
寛
・
任
数
篇
の
「
顔

回
索
米
。
得
而
炊
之
。
幾
熟
。
孔
子
望
見
顔
回
擢
其
甑
中
而
食
之
・
」
な
ど
の
例
が
示
す
よ
う
に
、
甑
を
用
い
る
方
法
で
あ
ろ
う
。
第
二
の

「
炊
」
は
一
六
二
行
「
黒
寂
三
升
。
以
美
醗
三
口
煮
。
疾
炊
。
沸
。
止
火
。
沸
下
。
復
炊
・
」
、
三
三
二
’
三
行
「
煮
水
二
〔
斗
〕
。
鯵
一
参
。

北
一
参
。
□
〔
一
参
〕
。
④
凡
三
物
。
諺
。
九
。
皆
〔
冶
〕
。
口
湯
中
。
即
炊
湯
。
湯
温
適
。
可
入
足
。
（
中
略
）
湯
寒
則
炊
之
。
熱
即
止
火
・
」
、

四
一
五
－
六
行
「
取
藺
根
。
白
付
。
小
利
一
升
。
春
之
。
以
裁
。
沐
相
半
泊
之
。
繕
□
□
。
置
温
所
三
日
。
而
入
猪
膏
□
口
者
一
合
其
中
。
因

炊
〔
三
〕
沸
・
」
、
四
四
七
行
「
因
。
以
鋺
煮
。
安
炊
之
。
勿
令
疾
沸
・
」
と
、
い
ず
れ
も
薬
を
煮
出
し
た
り
、
温
浸
し
た
り
し
た
液
の
加
熱
を

意
味
し
、
四
四
七
行
で
こ
と
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
も
、
通
常
は
強
く
熱
す
る
こ
と
と
解
さ
れ
る
。
第
三
の
用
例
は
四
三
八
’
九
行
の

「
烏
雄
鶏
一
・
蛇
一
・
井
置
互
赤
読
中
。
即
蓋
以
□
。
口
東
向
竈
炊
之
。
令
鶏
。
蛇
尽
焦
。
即
出
而
冶
之
・
」
一
例
だ
け
で
あ
る
が
。
こ
の
場

（
肥
）

合
は
水
と
か
酢
は
加
え
ず
、
鶏
と
蛇
だ
け
を
土
器
の
な
か
で
焦
げ
る
ま
で
熱
し
て
い
て
、
『
史
記
』
平
原
君
列
伝
の
「
郡
郵
之
民
。
炊
骨
易
子

而
食
。
可
謂
急
芙
・
」
な
ど
に
み
ら
れ
る
も
の
と
同
様
の
使
い
方
で
あ
る
。
以
上
の
三
種
の
「
炊
」
は
、
水
を
加
え
て
甑
で
穀
物
を
炊
く
と
か
、

成
分
を
溶
出
さ
せ
た
液
を
熱
す
る
、
或
い
は
水
を
用
い
な
い
と
い
う
違
い
は
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
強
い
火
で
加
熱
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
解

（
均
）

「
煮
」
で
は
欠
文
が
あ
っ
て
は
っ
き
り
し
な
い
二
例
を
除
い
て
、
残
り
の
四
十
三
例
で
は
、
三
四
行
の
「
以
水
財
煮
李
実
。
」
の
よ
う
に
薬

品
と
い
っ
し
ょ
に
用
い
る
液
体
の
種
類
が
示
し
て
あ
っ
た
り
、
そ
れ
の
な
い
も
の
で
も
三
○
四
行
の
「
煮
麦
。
麦
熟
。
以
汁
栖
之
・
」
の
よ
う

に
前
後
の
文
か
ら
液
体
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
推
定
で
き
る
。
薬
品
を
「
煮
」
る
の
に
用
い
ら
れ
て
い
る
液
体
は
酒
が
八
例
、
水
七
例
、
尿

７

四
例
、
酢
二
例
、
水
と
尿
、
酢
と
酒
の
混
合
物
各
一
例
、
米
の
と
ぎ
汁
一
例
で
あ
る
。
欠
文
の
た
め
に
不
明
な
も
の
が
一
例
あ
り
、
残
り
の
二

し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
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繕

（
劃
）

「
篭
」
は
『
病
方
』
注
に
よ
る
と
、
「
攪
枠
樛
合
」
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
。
た
し
か
に
、
こ
の
方
法
は
粉
末
な
い
し
檮
き

砕
い
た
生
薬
と
動
物
の
脂
肪
と
か
酢
な
ど
と
の
混
合
物
を
扱
う
際
に
適
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
方
法
で
作
る
製
剤
は
、
三
三
九
行

「
冶
僕
梁
。
以
釘
脂
饒
而
傅
。
傅
。
炎
之
。
三
。
四
傅
。
」
、
三
四
一
行
「
冶
草
藤
。
茄
萸
。
裁
寂
□
口
皆
等
。
以
牡
口
膏
。
埴
血
鱈
。
〔
先
〕

以
酒
酒
。
蟠
朴
笑
之
。
乃
傅
・
」
、
三
四
五
行
「
以
金
鉛
冶
末
皆
等
。
以
魚
膏
〔
饒
而
〕
傅
之
・
」
、
三
四
六
行
「
檮
慶
良
。
鱈
以
醗
。
封
而
灸
之
・
」
、

三
四
九
行
「
蟠
牡
鼠
矢
。
冶
。
以
善
哉
繕
而
封
之
・
」
、
三
六
○
行
「
冶
蛇
床
実
。
以
牡
鍵
膏
饒
。
先
刮
痂
潰
。
即
傅
而
□
□
。
乾
・
去
口
目

回
」
と
、
「
煎
」
法
の
場
合
と
同
様
に
外
用
の
膏
薬
で
あ
る
。
た
だ
違
っ
て
い
る
点
は
、
三
三
九
、
三
四
一
、
三
四
六
の
三
行
で
は
笑
っ
て
か

ら
つ
け
る
と
か
、
つ
け
て
か
ら
実
る
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
三
六
○
行
の
「
而
」
の
下
の
二
字
も
「
笑
之
」
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い

し
、
こ
れ
を
つ
け
る
に
は
加
熱
し
て
軟
く
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
鱈
」
は
「
膳
」
に
通
ず
る
。
『
周
礼
』
天
官
・
萢
人
に
は
、

「
凡
用
禽
献
。
春
行
兼
豚
膳
膏
香
。
夏
行
踞
鰄
膳
膏
躁
。
秋
行
犢
麗
膳
膏
膣
。
冬
行
驫
羽
膳
膏
檀
・
」
と
あ
る
。
鄭
玄
注
に
よ
る
と
膏
香
・
膏

躁
・
膏
握
・
膏
濱
は
、
そ
れ
ぞ
れ
牛
脂
・
永
膏
・
羊
脂
・
鶏
膏
で
あ
る
と
い
う
か
ら
、
こ
の
用
例
は
前
述
の
「
餡
」
の
用
例
に
似
て
い
る
。
こ

の
「
膳
」
は
「
煎
和
」
で
あ
り
、
「
煮
て
味
を
と
と
の
え
る
」
こ
と
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
が
、
「
煎
」
の
持
つ
意
味
か
ら
考
え
て
、
脂
肪
を

（
鋤
）
・

十
例
で
は
指
示
が
な
い
が
、
そ
の
大
部
分
は
水
で
あ
ろ
う
。
「
煮
」
は
『
正
字
通
』
に
よ
れ
ば
蕊
と
同
じ
で
あ
る
と
い
い
、
前
述
の
『
周
礼
』

天
官
・
内
饗
の
「
割
亨
煎
和
之
事
」
に
た
い
す
る
鄭
玄
の
注
や
『
説
文
』
の
「
蕪
。
畠
也
。
杁
冨
者
声
。
煮
。
輩
。
或
圦
火
。
」
の
よ
う
に
、
古

来
、
富
す
な
わ
ち
亨
と
の
違
い
は
は
っ
き
り
し
な
か
っ
た
。
こ
の
処
方
集
で
も
「
炊
」
や
「
亨
」
と
の
区
別
は
必
ず
し
も
は
っ
き
り
し
な
い

が
、
前
述
の
よ
う
に
穀
物
を
含
む
処
方
で
は
、
穀
粒
を
用
い
る
の
が
目
的
の
と
き
に
は
「
炊
」
に
よ
り
、
粥
状
に
す
る
と
か
汁
を
服
用
す
る
と

き
は
「
煮
」
に
よ
る
と
い
う
よ
う
に
一
応
の
使
い
分
け
が
さ
れ
、
「
炊
」
が
甑
を
使
う
の
と
は
違
っ
て
「
煮
」
は
水
な
ど
の
な
か
に
浸
し
て
加

熱
す
る
方
法
と
考
え
ら
れ
る
。
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「
融
か
し
て
し
み
こ
ま
せ
る
」
と
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
処
方
集
の
「
鱈
」
は
粉
末
と
い
っ
し
ょ
に
脂

肪
な
ど
を
加
温
し
て
十
分
に
混
合
さ
せ
、
「
煮
」
よ
り
も
さ
ら
に
強
く
、
冷
え
る
と
固
化
す
る
程
度
ま
で
煮
つ
め
る
操
作
を
意
味
し
て
い
る
と

考
え
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
考
え
に
も
難
点
が
あ
り
、
冷
や
し
て
使
用
す
る
、
あ
る
い
は
膏
薬
を
つ
く
っ
て
お
く
と
い

う
指
示
が
な
い
以
上
、
煮
つ
め
た
も
の
を
温
い
う
ち
に
「
傅
」
ま
た
は
「
封
」
す
る
可
能
性
も
あ
り
、
そ
の
場
合
「
傅
」
ま
た
は
「
封
」
の
前

後
に
患
部
を
「
実
」
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
と
い
う
反
論
が
出
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
火
で
実
る
の
は
固
い
薬
を
軟
化
さ
せ
て
伸
ば
し
や
す
く

す
る
た
め
で
あ
る
と
い
う
可
能
性
が
最
も
強
い
か
ら
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
解
釈
と
し
て
は
、
「
鱈
」
を
「
弁
」
な
い
し
「
拱
」
に
通
ず
る
と

し
、
同
じ
よ
う
な
操
作
と
み
る
考
え
が
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
方
法
で
実
ら
な
け
れ
ば
患
部
に
つ
け
に
く
い
ほ
ど
固
い
膏
薬
が
つ
く
れ
る
か
ど

う
か
は
疑
問
で
あ
る
。

膏
設
弁
・
」
、
四
五
四
行
弓

い
て
は
は
っ
き
り
し
な
い
。

「
弁
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
八
例
で
あ
る
が
、
そ
の
配
合
薬
に
特
徴
が
あ
り
、
四
二
行
以
外
は
す
べ
て
外
用
の
膏
薬
を
つ
く
る
の
に

用
い
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
一
二
行
「
韮
杏
核
中
仁
。
以
職
膏
弁
・
」
、
三
五
二
行
「
冶
茄
黄
・
苦
瓠
辮
。
井
以
愛
職
膏
弁
・
」
、
三
五
四
行

「
冶
烏
味
。
笑
殺
脂
弁
・
」
、
三
五
五
行
「
取
陳
葵
茎
。
蠕
冶
之
。
以
澆
職
膏
殼
弁
・
」
、
四
二
行
「
以
般
服
零
。
取
大
者
一
枚
。
檮
。
檮
之
以

春
。
脂
弁
之
。
以
為
大
丸
・
」
と
、
五
例
で
は
粉
末
な
い
し
そ
れ
に
近
く
細
か
く
砕
い
た
生
薬
と
動
物
の
脂
肪
を
混
ぜ
合
わ
せ
る
場
合
に
用
い

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
三
六
二
行
の
「
冶
蕊
芦
。
以
蜂
齢
弁
和
之
・
」
で
用
い
て
い
る
蜂
齢
は
蜂
蜜
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
三
○
九
行
「
煮
称
米

期
足
。
才
熟
。
竣
而
熱
之
。
令
為
灰
。
傅
之
数
日
。
乾
。
以
汁
弁
之
・
」
の
汁
は
菰
を
煮
た
あ
と
の
糊
状
に
な
っ
た
汁
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

い
ず
れ
も
配
合
薬
を
混
ぜ
合
わ
せ
る
操
作
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
操
作
は
、
三
六
二
行
「
以
蜂
駝
弁
和
之
・
」
や
三
五
五
行
「
以
鍵
職

散
弁
・
」
、
四
五
四
行
「
図
為
一
合
。
僥
之
。
以
猪
織
膏
和
・
」
な
ど
か
ら
み
る
と
、
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
違
い
は
「
弁
」
を
除

和
・
僥
・
殻
・
弁
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「
僥
」
は
十
例
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
四
五
四
行
は
欠
字
が
多
く
て
配
合
薬
が
不
明
で
あ
り
、
四
○
八
’
九
行
も
欠
字
の
た
め
に
は
っ
き
り

し
な
い
が
、
半
数
の
五
例
で
は
、
配
合
薬
が
粉
末
だ
け
（
二
三
’
四
行
、
四
五
’
六
行
、
一
七
三
行
、
二
三
七
行
）
、
粉
末
と
酒
（
二
六
行
）
と
い
う

混
ぜ
や
す
い
も
の
の
場
合
に
適
用
さ
れ
て
い
る
。
四
八
’
九
行
「
取
雷
尾
三
頚
。
冶
。
以
猪
煎
膏
和
之
。
小
嬰
児
以
水
〔
半
〕
斗
。
大
者
以
一

斗
。
三
分
和
。
取
一
分
置
水
中
。
僥
。
以
浴
之
・
」
と
三
二
行
「
□
口
汁
及
膏
□
。
僥
以
醇
□
・
」
で
は
、
水
と
脂
肪
と
い
う
混
ざ
り
に
く
い

も
の
を
い
っ
し
ょ
に
用
い
て
い
る
が
、
完
全
な
懸
濁
液
を
つ
く
る
わ
け
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
混
合
に
は
そ
れ
ほ
ど
特
殊
な
操
作
は

必
要
と
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
例
か
ら
、
「
僥
」
は
『
説
文
』
に
「
僥
。
擾
也
。
圦
手
堯
声
・
」
と
あ
る
よ
う
に
「
か
き
ま
わ
す
」
な

は
っ
き
り
せ
ず
、
三
一
○
行
は
「
以
鶏
卵
弁
兎
毛
。
」
と
鶏
卵
を
用
い
て
い
て
、
そ
れ
ほ
ど
薬
品
と
混
ぜ
に
く
い
物
質
で
は
な
い
が
、
総
じ
て

「
弁
」
は
粘
性
の
高
い
流
動
性
の
物
質
と
粉
末
状
の
薬
品
を
混
ぜ
る
際
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
「
弁
」
は
も
と
も
と
両
手
で
冠
を
持
っ
た
と
こ

ろ
を
あ
ら
わ
す
会
意
文
字
で
あ
る
が
、
「
桝
」
に
も
通
じ
て
い
る
。
「
栴
」
は
『
説
文
』
に
「
栴
。
梢
手
也
。
圦
手
弁
声
。
」
、
段
注
に
「
柑
。
楯

也
。
栢
柑
也
。
此
不
但
言
柑
。
言
柑
手
者
。
謂
両
手
相
栢
也
・
」
と
あ
っ
て
、
両
手
を
う
つ
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
前
述
の
よ
う
に
、
三
五
五
行

に
は
「
殻
弁
」
と
「
殻
」
の
字
が
、
三
六
二
行
に
は
「
弁
和
之
」
と
「
和
」
の
字
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
弁
」
の
上
と
下
に
置
い
て
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
、
「
弁
」
は
両
方
の
手
の
ひ
ら
を
打
ち
合
わ
せ
る
よ
う
に
し
て
粉
末
状
の
薬
品
と
脂
肪
な
ど
を
ね
り
合
わ
せ
て
粘
性
の
高
い
外

用
薬
を
つ
く
る
操
作
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
穀
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
六
七
行
「
取
牛
腿
・
烏
塚
・
桂
。
冶
等
。
殻
□
〔
車
〕
以
口
病
・
」
と
三
三
八
行
「
冶
雄
黄
。
以
鍵
膏

順
。
少
殼
以
醗
。
令
其
口
温
適
。
以
傅
之
・
」
、
三
五
五
行
「
取
陳
葵
茎
。
蟠
冶
之
。
以
鍵
職
膏
殼
弁
・
」
の
三
例
だ
け
で
あ
る
。
第
二
例
と
第

三
例
は
粉
末
薬
と
膏
ま
た
は
酢
を
混
ぜ
る
操
作
を
意
味
し
、
第
一
例
で
も
欠
字
部
分
に
液
な
い
し
膏
の
名
称
が
記
載
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ

る
。
し
か
し
第
三
例
で
は
「
弁
」
に
移
行
す
る
前
の
操
作
と
し
て
「
穀
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
「
穀
」
は
『
説
文
』

に
「
穀
。
相
楪
錯
也
。
圦
受
肴
声
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
特
殊
な
製
剤
技
術
と
い
う
よ
り
は
、
単
に
「
混
ぜ
あ
わ
せ
る
」
こ
と
と
解
し
て
お
い

た
方
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
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い
し
「
か
き
混
ぜ
る
」
と
解
し
て
差
し
支
え
な
く
、
三
五
三
行
の
「
冶
烏
啄
四
頚
・
菱
菱
一
升
半
。
以
男
童
溺
一
斗
半
井
□
。
煮
熟
。
口
米
一

升
入
中
。
僥
。
以
傅
之
・
」
も
、
そ
の
よ
う
に
解
し
て
矛
盾
は
な
い
。

「
和
」
は
二
十
三
処
方
に
み
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま
の
場
合
に
適
用
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
前
述
の
四
八
行
な
ど
十
例
で
は
粉
末
と
脂
肪
な

ど
混
ぜ
に
く
い
も
の
を
い
っ
し
ょ
に
す
る
時
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
一
一
二
一
行
「
冶
蕊
米
。
以
乳
汁
和
。
傅
之
・
」
な
ど
七
例
で
は
粉
と
液

体
を
、
二
五
行
「
取
茜
熟
乾
実
。
熱
令
焦
黒
。
冶
一
・
飛
根
去
皮
。
冶
二
。
凡
二
物
井
和
。
」
と
三
五
○
行
「
蟠
譽
。
冶
烏
隊
・
黎
芦
・
蜀
蔽
．

庶
・
蜀
椒
・
桂
各
一
合
。
井
和
・
」
で
は
粉
末
と
粉
末
を
混
ぜ
る
の
に
用
い
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
一
三
五
行
「
以
鮮
産
魚
。
口
而
以
塩
財
和

之
・
」
の
よ
う
な
用
例
も
あ
る
。
ま
た
前
記
の
三
六
二
行
で
は
「
弁
和
」
と
な
っ
て
い
る
し
、
こ
の
処
方
集
で
の
「
和
」
は
特
殊
な
操
作
と
考

え
る
必
要
は
な
く
、
単
純
に
「
混
ぜ
合
わ
す
」
と
解
し
て
お
い
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

（
犯
）

一
例
を
除
い
て
、
い
ず
れ
も
薬
物
を
水
と
か
脂
肪
な
ど
と
混
ぜ
て
処
理
し
た
あ
と
に
実
施
す
る
操
作
で
あ
る
。
「
捉
」
は
三
例
で
用
い
ら
れ

て
い
る
が
、
一
八
行
（
前
出
）
、
二
○
行
「
冶
黄
苓
与
□
□
□
□
口
鍵
膏
□
口
之
。
即
以
布
捉
〔
取
〕
・
」
、
四
四
行
（
前
出
）
の
い
ず
れ
も
布
す
な

わ
ち
麻
布
を
使
っ
て
い
る
。
こ
の
三
例
の
う
ち
、
二
○
行
と
四
四
行
で
は
鍵
膏
が
配
合
さ
れ
、
一
八
行
と
四
四
行
で
は
薬
品
の
混
合
物
を
煎
法

に
よ
っ
て
粘
性
が
強
く
な
る
ま
で
煮
つ
め
て
い
る
。
「
捉
」
は
『
説
文
』
に
よ
る
と
、
「
捉
。
縊
也
。
肌
手
足
声
。
」
と
さ
れ
、
粘
性
の
強
い
薬

品
を
麻
の
布
の
な
か
に
入
れ
て
ぎ
ゅ
っ
と
「
し
ぼ
る
」
ま
た
は
「
し
ご
く
」
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

（
認
）

「
杼
」
を
用
い
て
い
る
六
処
方
で
は
、
そ
の
前
に
薬
物
が
加
熱
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
方
法
が
加
熱
と
関
係
が
あ
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ

る
。
「
杼
」
は
『
一
切
経
音
義
』
巻
九
・
大
智
度
論
第
五
巻
に
「
杼
。
汲
出
謂
之
杼
・
」
と
あ
る
。
確
か
に
、
五
例
で
は
液
体
が
用
い
ら
れ
て
い

る
が
、
前
記
の
四
四
行
で
は
布
か
ら
し
ぼ
り
出
し
た
液
体
を
「
す
く
い
出
す
」
の
に
用
い
て
い
る
の
に
対
し
て
、
三
四
行
の
「
以
水
財
煮
李

実
。
疾
沸
而
杼
。
竣
取
其
汁
。
」
で
は
「
杼
」
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
の
は
李
実
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
二
八
六
行
「
取
大
寂
一
斗
。
熱
熟
。
即

杼
・
唆
・
捉
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『
五
十
二
病
方
』
の
処
方
に
は
、
目
的
と
す
る
湯
と
膏
を
調
製
す
る
た
め
に
、
前
記
の
よ
う
な
各
種
の
操
作
を
施
す
こ
と
が
指
示
さ
れ
、
そ

れ
ら
の
な
か
に
は
後
世
の
医
書
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
も
の
や
違
っ
た
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
調
理
法
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
「
亨
」
と
「
炊
」
と
か
、
金
属
の
精
錬
に
用
い
ら
れ
る
「
悴
」
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
事
実
は
、
こ
の
書
の
処
方
の
構

成
生
薬
の
な
か
に
穀
物
と
か
果
実
、
獣
肉
な
ど
の
食
物
な
ど
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
薬
剤
の
調
製
法
で
も
日
常

生
活
で
他
の
目
的
で
使
用
さ
れ
て
い
る
方
法
に
頼
る
こ
と
が
多
く
、
独
自
の
方
法
が
ま
だ
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
武
威
の

（
妬
）

医
簡
で
は
湯
は
一
処
方
、
膏
は
五
処
方
だ
け
で
あ
る
が
、
湯
に
は
「
炊
」
が
、
膏
に
は
記
載
の
な
い
一
例
を
除
い
て
、
す
べ
て
「
煎
」
が
用
い

ら
れ
、
ま
た
湯
と
一
七
－
八
簡
の
膏
で
は
津
を
除
く
た
め
に
「
波
」
を
用
い
て
い
る
。
数
が
少
い
た
め
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
構
成
生
薬
の

種
類
や
粉
末
の
製
法
な
ど
か
ら
み
て
、
湯
と
膏
の
場
合
に
も
調
製
法
が
統
一
さ
れ
て
き
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
六
朝
時
代
の
処
方
集
に
な
る
と

（
”
）

こ
の
点
は
一
層
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
『
医
心
方
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
萢
汪
方
』
の
処
方
中
に
は
、
加
熱
し
て
つ
く
る
狭
義
の

「
渡
」
を
用
い
た
の
は
七
処
方
で
あ
る
が
、
す
べ
て
水
と
か
酒
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
六
例
は
一
六
八
行
「
以
水
一
斗
煮

葵
種
一
斗
。
没
取
其
汁
。
」
と
、
液
を
取
り
出
す
の
に
用
い
て
い
る
が
、
三
○
九
行
だ
け
は
「
煮
杭
米
期
足
。
才
熟
。
竣
而
熱
之
。
令
為
灰
・
」

（
型
）
（
３
）

と
、
逆
に
煮
た
抗
米
を
取
り
出
す
の
に
用
い
て
い
る
。
『
病
方
』
注
と
馬
氏
の
論
文
で
は
、
「
渡
」
に
対
し
て
「
炉
」
と
い
う
解
を
与
え
て
い

る
。
液
と
固
形
物
を
分
離
す
る
の
に
炉
過
が
最
も
適
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
他
書
に
「
没
」
を
「
炉
」
と
す
る
用
例
は
見
当
た
ら

（
妬
）

な
い
か
ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
こ
の
説
に
は
従
い
に
く
い
。
「
波
」
は
「
杼
」
と
の
区
別
が
は
っ
き
り
と
し
な
く
な
る
が
、
『
孟
子
』
万
章
篇
上

の
「
使
竣
井
。
」
な
ど
の
用
例
に
従
っ
て
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

急
杼
置
甑
。
」
で
は
水

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
と
め

で
は
水
は
用
い
て
な
く
、
「
杼
」
は
必
ず
し
も
液
体
を
汲
み
出
す
と
か
液
体
中
か
ら
固
形
物
を
す
く
い
出
す
操
作
と
は
限
ら
な
い

（12） 12



湯
が
五
十
一
処
方
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
四
十
三
は
「
煮
」
に
よ
っ
て
、
四
は
「
煎
」
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
、
二
処
方
で
は
両
法
が
併
用
さ

れ
、
そ
の
場
合
は
「
煮
」
の
あ
と
に
「
煎
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

『
五
十
二
病
方
』
の
湯
と
膏
に
用
い
ら
れ
て
い
る
各
種
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
一
応
の
区
別
は
で
き
る
が
一
部
に
は
区
別

（
露
）

し
に
く
い
点
も
あ
り
、
「
炊
」
の
よ
う
に
違
っ
た
内
容
の
も
の
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
書
を
み
る
と
「
弁
」
が
一
七
五
番
と
一
七

六
番
、
一
二
二
・
一
二
四
・
一
二
五
番
、
「
亨
」
が
九
六
と
九
七
、
一
四
二
と
一
四
五
番
の
処
方
で
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
よ
う
に
、
ま
と
ま

っ
て
出
現
す
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
れ
は
後
世
の
処
方
集
と
同
様
に
、
こ
の
書
に
収
載
さ
れ
て
い
る
処
方
が
複
数
の
書
か
ら
引
用
さ
れ
た
、
或
い

は
複
数
の
人
が
考
案
し
た
も
の
を
集
め
た
こ
と
を
示
す
事
実
で
あ
ろ
う
。
今
回
は
そ
こ
ま
で
追
究
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
に
は

構
成
生
薬
と
か
処
方
の
書
き
方
と
か
各
方
面
か
ら
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
今
回
取
り
挙
げ
た
各
操
作
の
内
容
が
よ
り
は
つ
き

り
し
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
論
文
は
『
五
十
二
病
方
』
の
訳
注
を
作
成
す
る
に
当
っ
て
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
山
田
慶
児
教
授
か
ら
指
摘
さ
れ
た
事
項
の
再

検
討
か
ら
派
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
各
操
作
の
解
釈
に
つ
い
て
は
山
田
教
授
の
示
唆
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
誌
上
を
借
り
て
感
謝
の
意

を
表
し
た
い
。

ヘ
ー
）

〆
、

（
２
）

（
３
）

へ、へ

54
、ー、ｰ

注
と
文
献

『
五
十
二
病
方
』
の
注
釈
は
山
田
慶
児
編
『
新
発
現
中
国
科
学
史
資
料
の
研
究
』
（
仮
題
）
に
収
録
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

尚
志
鉤
「
『
五
十
二
病
方
』
中
薬
物
製
備
工
芸
考
察
」
馬
王
堆
医
書
専
刊
、
第
一
輯
、
三
八
’
四
一
頁
、
一
九
八
○
年
。

馬
継
興
「
馬
王
堆
古
医
書
中
有
関
採
薬
、
製
薬
和
蔵
薬
的
記
述
」
中
医
雑
誌
、
一
九
八
一
年
七
期
、
六
一
’
六
三
頁
。

旨
い
］
寓
言
四
シ
ョ
シ
０
８
口
具
具
昏
①
○
呂
①
昌
○
目
ゞ
弔
冨
門
日
画
、
の
巨
胃
の
四
目
鱒
０
３
鴨
旦
国
の
号
巴
ロ
目
鴨
ロ
①
印
昌
胃
呂
口
鈩
月
回
】
弄
冒
の
島
８
－

弓
。
烏
の
ご
ロ
①
胃
昏
且
旨
冨
四
言
目
魁
昌
》
］
・
具
阜
且
旨
○
回
巴
ｇ
旨
①
の
①
旨
の
島
。
言
の
、
貝
巴
皀
急
ｌ
勗
夫
岳
曽
）
．

赤
堀
昭
「
治
法
を
め
ぐ
る
問
題
」
、
山
田
慶
児
編
『
新
発
現
中
国
科
学
史
資
料
の
研
究
』
所
収
予
定
。

引
用
文
は
本
来
な
ら
ば
釈
文
に
示
さ
れ
て
い
る
文
字
を
使
用
す
べ
き
で
あ
る
が
、
作
字
も
困
難
で
あ
る
た
め
、
異
体
字
等
現
行
の
文
字
と
通
用
す
る

（13）13
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へ
６
）

／
、

（
７
）

（
８
）

、
〃

（
９
）

『
六
臣
註
文
選
』
嘉
靖
二
十
八
年
序
銭
唐
洪
鞭
刊
本
。

『
周
礼
鄭
注
』
新
興
書
局
影
印
相
台
岳
氏
本
（
一
九
六
四
）
。

二
八
四
行
と
四
五
二
行
で
は
「
揃
」
の
字
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
「
煎
」
と
同
じ
と
考
え
て
扱
っ
た
。

楊
雄
『
方
言
』
中
文
出
版
社
影
印
漢
魏
叢
書
本
（
一
九
七
○
）
・

『
玉
篇
』
台
湾
中
華
書
局
影
印
四
部
備
要
本
（
一
九
七
七
）
・

『
春
秋
経
伝
集
解
』
新
興
書
局
影
印
相
台
岳
氏
本
（
一
九
六
一
）
・

『
礼
記
』
新
興
書
局
影
印
相
台
岳
氏
本
（
一
九
六
一
）
・

『
呂
氏
春
秋
集
釈
』
世
界
書
局
刊
（
一
九
七
五
）
。

『
史
記
』
芸
文
印
書
館
（
台
湾
）
影
印
注
疏
本
二
十
五
史
本
。

四
三
、
一
五
四
、
二
七
五
、
三
二
五
、
三
二
八
行
の
「
者
」
と
四
五
一
行
の
「
謡
」
も
「
煮
」
に
通
ず
る
と
考
え
ら
れ
る
。

『
正
字
通
』
康
煕
二
十
四
年
秀
水
呉
源
起
清
畏
堂
刊
本
。

『
病
方
』
一
○
七
頁
、
三
三
九
行
注
。

四
四
行
の
「
足
」
も
「
捉
」
に
通
ず
る
と
し
て
扱
っ
た
。

四
四
行
の
「
予
」
も
「
杼
」
に
通
ず
る
と
し
て
扱
っ
た
。

『
病
方
』
三
八
頁
、
三
四
行
注
。
『
武
威
漢
代
医
簡
』
一
七
簡
の
注
も
同
じ
。

湯
は
八
○
簡
膏
は
一
七
’
八
、
五
七
’
九
、
八
七
、
八
八
、
八
九
簡
で
あ
る
が
、
八
八
簡
に
は
調
製
法
の
詳
し
い
記
載
が
な
い
。
こ
の
ほ
か
に

「
浸
」
と
「
漬
」
が
一
処
方
ず
つ
あ
る
。

段
王
裁
『
説

釈
元
応
『
一

三
○
行
で
は

で
示
し
た
。

『
病
方
』
三
八
頁
、
三
四
↑

『
孟
子
』
読
古
逸
叢
書
本
。

も
の
は
そ
れ
に
置
換
え
る
こ
と
に
し
た
。
も
と
の
文
字
と
引
用
文
の
解
釈
は
『
病
方
』
お
よ
び
注
（
１
）
の
報
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

二
四
一
頁
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
清
」
も
「
漬
」
に
通
ず
る
と
考
え
ら
れ
る
。

段
王
裁
『
説
文
解
字
注
』
芸
文
印
耆
館
（
台
湾
）
影
印
本
（
一
九
五
五
）
・

釈
元
応
『
一
切
経
音
義
』
新
文
豊
公
司
影
印
本
（
一
九
八
○
）
。

三
○
行
で
は
「
卒
」
、
一
五
九
行
で
は
「
悴
」
の
字
が
使
わ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
「
梓
」
と
同
義
と
考
え
ら
れ
、
本
文
中
の
引
用
文
で
は

一一丁

梓
ｰ
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甸
啓
津
の
①
自
己
Ｒ
ｏ
ｎ
の
●
屋
儲
①
ｍ
》
匡
、
①
Ｑ
〔
○
局
奇
声
①
己
民
の
℃
囚
壗
画
弄
５
旨
○
〔
。
〕
○
○
○
《
５
己
の
》
ｇ
邑
庁
員
〕
①
邑
庁
の
閏
】
・
ロ
置
牌
①
門
の
］
口
弄
面
①

夛
角
”
ｌ
ヨ
ぐ
煙
固
胆
‐
庁
屋
胃
寓
目
四
口
虞
⑫
○
国
ご
庁
昇
ご
厚
‐
の
］
〕
津
〕
８
①
【
声
‐
ご
一
己
岨
Ｉ
【
“
ご
岨
望
三
ご
①
誌
①
⑦
ｘ
四
画
昌
口
の
ロ
胃
戸
口
①
骨
國
目
一
・
吊
肖
○
三
署
の
ぐ
①
儲
・
ｍ
Ｏ
Ｈ
口
①
）

房
①
の
富
国
職
》
罠
①
昌
釦
冒
己
ｇ
昏
辱
①
〆
亘
凹
冒
＆
．
旨
の
○
日
①
８
の
＄
・
の
目
旨
【
冒
○
・
巴
昌
⑦
の
言
関
①
国
ｇ
ｏ
一
①
閏
辱

・
一
の
盆
口
ｍ
屋
目
⑳
声
①
ロ
．
、
局
彦
の
巨
の
①
○
〔
ぐ
凹
国
○
厘
め
む
Ｈ
○
○
①
旦
口
時
ゆ
め
の
色
ぬ
い
①
の
庁
の
倖
〕
四
庁
己
彦
四
園
員
］
四
○
①
巨
丘
○
ｍ
』
庁
①
○
宮
口
』
Ｐ
屋
の
印
ヨ
ミ
①
局
の

ご
○
庁
・
の
ぐ
ｇ
ｏ
も
①
Ｑ
“
庁
庁
面
①
す
①
”
』
ご
己
］
ご
ｍ
Ｏ
吊
庁
壷
①
句
○
国
目
①
門
出
國
再
・
昌
冒
四
ｍ
庁
雷

（
”
）
『
医
心
方
』
人
民
衛
生
出
版
社
（
北
京
）
影
印
安
政
版
。

（
詔
）
『
病
方
』
の
配
列
に
従
っ
て
、
仮
に
番
号
を
つ
け
た
。

弔
崗
○
○
の
Ｑ
匡
儲
①
、
ロ
の
①
邑
帛
○
門
計
画
の
弔
崗
①
己
四
局
胃
旨
冒
９
口
の
ｏ
ｏ
ｇ
旨
己
の
》

○
宮
貢
己
の
ご
扇
閏
己
弔
置
里
①
門
の
冒
呈
ご
宮
ｌ
の
言
｝
〕
ｌ
①
Ｈ
壷
１
℃
旨
い
ｌ
喘
四
ご
頤

ご
冒

崔
匿
国
崖
〆
湧
国
○
両
目
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